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流域治水対策の取組状況の共有、自由研究の募集について
の確認

○令和４年６月２３日（木）、第１０回土岐川・庄内川流域治水協議会を書面にて開催。

○流域治水対策の取組状況として、ため池の有効活用（多治見市）、立地適正化計画への防災指針の位置付け（名古屋市）、水

害リスク情報の充実（庄内川河川事務所）が共有された。また、東海農政局より、「田んぼダム」の手引きが共有された。

○若い世代が流域治水について考え、協議会へ参加する機会を作り出し、流域治水に関する理解・親しみを持ってもらうことを

目的として、自由研究の募集が提案され、構成員・オブザーバーの賛同のもと、募集が決定。

○今後の予定として、第１１回協議会にて、土岐川・庄内川流域治水の自由研究の表彰式を実施することを確認した。

◆土岐川・庄内川流域治水の自由研究◆構成員の取組状況（多治見市、名古屋市）

https://www.cbr.mlit.go.jp/shonai/bousai/ryuuiki

_chisui_kyougikai/10shiryo.html

詳細はこちらに掲載


